
第13回 沼津市中心市街地まちづくり戦略会議

令和6年3月28日

沼津市水道部庁舎

資料２



説 明 内 容

１．（都）三枚橋錦町線道路空間（パークレット・ゼブラ帯）の

利活用について

２．駅前交差点南北地上横断化及び実践広場について

３．新たな情報発信について

４．長期的な整備に向けた検討について

５．本日の検討・確認いただきたい事項
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沼津市中心市街地まちづくり戦略：段階的な取組イメージ
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•沼津駅周辺総合整備事業の事業期間は長期に渡り、その効果は事業進捗に応じて 短期・中期・長期と段階的に現れる
ことから、これに応じて 段階的に空間・交通再編 に取り組む。
•現在は、公共空間再編整備計画の実行として 中期の実現に向けた取組と連立高架事業の進捗に合わせた長期に向けた
取組が進められている。

中期 長期

〈短期〉 〈中期〉 〈長期〉

【短期の取組】
南口のバス乗降場を方面別に再編
南口駅前街路で、車線数減少・歩行者空
間拡大の社会実験
公共空間の利活用 他

【中期の取組】
南口駅前広場の暫定整備
南口駅前街路の車線数減少・歩行者空
間拡大
駅前交差点の地上横断化 他

【長期の取組】
ヒト中心の駅前広場整備
南口駅前街路のトランジットモール化
駅周辺回遊動線の整備 他



１．（都）三枚橋錦町線道路空間
（パークレット・ゼブラ帯）の利活用について
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（都）三枚橋錦町線暫定整備（パークレット設置）について

■パークレット設置の位置付けとねらい

パークレット設置場所

イーラde

社会実験の仮説と検証項目

①長期間の滞留空間づくり

②中期整備メニューの深度化

③滞留空間の運営マネジメント

今回のパークレットは「OPEN NUMAZU 2022 STREET」から得た成果や課題を反映した①長時間の滞留空間
づくり、昨年度のプレイヤーヒアリングの結果を反映した②中期整備メニューの深度化をベースに空間を構成
し、（都）三枚橋錦町線の再整備に向けた計画の精度を高める大きなアクションとなっている。また、パークレッ
トの管理運営についても③滞留空間の運営マネジメントとして捉えて、実際の運用に向けた検証を行う。
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パークレットの設置報告

●パークレットの設置状況

パークレット全体像
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パークレットの設置報告

●パークレットの設置状況

パークレット全体像
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パークレットの設置報告

●パークレット内の設え：ベンチ・カウンター
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パークレット各種調査の速報版
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①長期間の滞留空間づくり

仮説
1. 長期間のパークレットの設置にお

いても大きな交通影響はない。
2. 歩道空間に自転車の通り抜けを防

ぐことで、 歩行者が安心安全に歩
行が可能となる。

手法
• 現状の三枚橋錦町線の路肩にある

矢羽根表示を、 パークレットや停
車帯の外側へ設置し、自転車の円
滑な通行動線を誘導する。

調査分析
• 交通実態調査

②中期メニューの深度化

仮説
1. 長期間のパークレットの設置によ

る将来の「日常」風景の定着が図
られる。

2. 出店に加えて、日常的かつ長期的
な多様な使い方を引き出すことが
できる

手法
• 三枚橋錦町線の車線を仮説的に削

減し、１年半のパークレット設置。
• プレイヤーヒアリングで得られた

パラソルやwi-fi などを運用し、需
要を確認。

調査分析
• 設置初期・中後期でのアクティビ

ティ調査
• スナップショット調査
• 利用者アンケート

③滞留空間の運営マネジメント

仮説
1. 地先を使いこなす仕組みを沿道事業

者と検討することで、運営マネジメ
ントのトライアルができる。

2. パークレットの管理運営の運営チー
ムと一体に議論を行うことで、持続
的な運営管理手法を検討できる。

手法
• 今年度のOPENNUMAZUの取組と連

携し、運営のあり方を検討
• 沿道関係者に対しヒアリングを実施

調査分析
• アンケート調査

利用者・来場者
出店者
コンテンツ提供者

●パークレット設置に伴う仮説と検証項目



パークレット各種調査の速報版
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●アクティビティ調査

平日調査 : 10/31（火）10:00~20:00（30分毎測定）

調査カウント総数：３１名

利用グループ属性

個人：12名

友達・知人：1７名

家族：
2名

子ども
（男）：
１名

男子学生：14名

女子学生：
３名

成人男性：
４名

成人女性：
８名

シニア女性：
１名

当日見られた上位３位のアクティビティ

１位 会話：１４名

２位 スマホ：１０名

３位 眺める：２名

調査結果の概要

・全体の半分以上の利用者数を学生が占

めていた。

・全体的に男性の利用割合が高い。

→一方で、成人女性の利用率も全体の

1/4近く占めている

・個人利用から友達などの複数利用まで

受け止めていた。



パークレット各種調査の速報版
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●アクティビティ調査

平日調査 : 10/31（火）10:00~20:00（30分毎測定）

個人：12名

友達・知人：1７名

家族：
2名

子ども
（男）：
１名

男子学生：14名

女子学生：
３名

成人男性：
４名

成人女性：
８名

シニア女性：
１名

当日見られたアクティビティ



パークレット各種調査の速報版
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●アクティビティ調査

休日調査 : 11/4（土）10:00~20:00（30分毎測定）

調査カウント総数：５０名

利用グループ属性

個人：17名

友達・知人：1３名

仕事
１名

子ども
（男）：
１名 男子学生

6名

成人男性：
17名

成人女性：
15名

シニア女性
5名

当日見られた上位３位のアクティビティ

１位 会話：２１名

２位 スマホ：１５名

３位 飲食：３名

調査結果の概要

・学生からシニアまで幅広い世代が利用

していることが分かった。

・個人から家族まで、幅広いグループの

利用を受け止めていることが分かった。

・会話やスマホなど日常的なアクティビ

ティを行う場所として認識されている

ことが分かった。

女子学生
３名

シニア男性
３名

カップル
４名

家族
15名



パークレット各種調査の速報版
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●アクティビティ調査

個人：12名

友達・知人：1７名

家族：
2名

子ども
（男）：
１名

男子学生：14名

女子学生：
３名

成人男性：
４名

成人女性：
８名

シニア女性：
１名

当日見られたアクティビティ

休日調査 : 11/4（土）10:00~20:00（30分毎測定）



パークレットの維持管理・利活用のルール

パークレット社会実験の１年半の期間、空間を維持管理するためには運営の視点が必要であり、中期

整備以降も同様である。パークレットがプレイヤーや地元組織による維持管理や運営に関わるきっか

けとなることで、今後の占用団体のベースづくりとしても効果を期待する。

●パークレットの利活用ルールに関する今後の検討項目

維持管理の視点

高校生との植栽管理トライアル
OPEN NUMAZU Weekendと
連携した歩道出店トライアル

利活用の視点① 利活用の視点②

パークレット前後の
ゼブラゾーンの活用検討

• 植栽管理や施設のメンテナンス
を通して、高校生がまちに関わ
るきっかけづくりを継続的な仕
組み化する。

• 三枚橋錦町線の将来整備の利活
用施設の維持管理方法等のあり
方などに反映を行う。

• 今回のパークレット整備によっ
て生まれたゼブラゾーンに関し
て、有効な利用方法を検討する。

• 三枚橋錦町線の将来整備の歩道
内施設として導入検討を行う。

• 地先活用の一環として、パーク
レット周辺での出店のトライア
ルを行い利用ルールに向けた課
題などを把握する。

• 三枚橋錦町線の将来整備の利活
用施設のあり方などに反映を行
う。
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パークレットの維持管理・利活用のルール

●植栽管理について
・OPEN NUMAZU Green Projectとして、高校生と植栽の維持管理に関わっていただき、運営に関する課題を蓄積する。

WSには５つの高校が参加

→簡易な維持管理を3高校が分担して担当
→ワークショップで植えた花は、半年に1度ごとに
植え替えなどを行い、巻き込む人を増やしていく。

維持管理の視点

高校生との植栽管理トライアル “OPEN NUMAZU Green Project”
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パークレットの維持管理・利活用のルール

飲食店の出店 アートパフォーマンス

●パークレット前歩道内での出店トライアル（OPEN NUMAZU Weekend）

• OPEN NUMAZU Weekendの
一環として、パークレット前
の歩道で簡易屋台による出店
を実施

⇒10月・11月・12月とのトライ
アルを実践。出店における課題
などが認識された。

OPEN NUMAZU Weekendと連携した歩道出店トライアル

利活用の視点①
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R6沼津駅南口周辺エリアにおい
て社会実験等の取組と連携し、
パークレットでの利活用ルール
化に向けたトライアルを続ける



パークレットの維持管理・利活用のルール

●パークレット周辺の利活用の検討
車両を誘導するためのゼブラゾーンについて、ゴム

ポールの内側に約2.8ｍの空間が生まれており、今後活
用の可能性を検討したい。

約4.3m

約2.8m

●パークレット周辺の利活用例（他都市事例）

・駐輪場 ISEMACHI PARKLET：パークレットに隣接して駐輪場を設置

利活用の視点②

パークレット前後のゼブラゾーンの活用検討
ハレノヒサイクル：シェアサイクル
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R6年度にゼブラ内に駐輪場を整備予定

・キッチンカー、テーブル・椅子 ・働くクルマ等イベント



三枚橋錦町線西側区間の整備に向けた検討

■整備のステップについて

概略設計 詳細設計 発注・工事整備方針

仮設利活用空間による社会実験
（出店や運営の定期的な実践）

地域のプレイヤーによる
利活用の仕組み準備

占用者候補
ヒアリング

プレイヤー
ヒアリング

持続的な駅周辺まちづくり活動について議論

R４年度 R５年度 R６年度 R７年度 R８年度

反映

報告・議論

運営の担い手候補の合流？

完成後、
まちづくり組織による
利活用空間の運営

設
計
・
整
備

活
用
・
運
営

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地域による利活用に関する取り組み

報告・議論 支援検討

将来の空間利活用の実践の場として長期的な社会実験（R5・R6）を実施し、併せて沼津駅周辺のまちづくり活動やそ
れを支えるマネジメント組織のあり方について議論を進め、持続可能なまちづくりに向けた仕組みづくりを目指す。
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10月末
パークレット
オープン

▼

※予定 ※予定



２．駅前交差点南北地上横断化及び実践広場について

沼津市 19



20

中央公園

沼津駅
拠点施設＋実践広場

駅前に自由に使える緑豊かな芝生広場
と、ヒト中心の沼津のまちなかを実装
するための拠点施設を備えた広場。
駅前広場が奥まっている要因を解消し、
駅とまちの近接性を高める。

「おもてなし空間」：まちの玄関口

駅利用者へのおもてなし空間として、公共交通・観光など
のサインの充実やまちへの誘導、待ち合わせ空間の創出な
ど、まちの玄関口としての機能を充実させる。「利活用広場」：空間利活用によるにぎわい空間

周辺事業者等による公共空間の利活
用によりにぎわいを生み出し、市民
の日常的な居場所となる広場。
歩行者動線と空間特性の高いポテン
シャルを活かし、市民が集う場所と
する。

民間主体の小さな
まちづくりとの連携

民間主体の小さな
まちづくりとの連携

民間主体の小さな
まちづくりとの連携

南口駅前広場
の暫定整備

駅前街路の再配分

駅前街路の再配分

三枚橋錦町線：西側

沼津駅周辺の商業の中心として、回遊性の拠点
となるストリート。
沿道店舗等の地先利用により駅前広場からまち
へとにぎわいをつなげる。

三枚橋錦町線：東側

駅前広場とまちを繋ぎ、駅まち環状へと人と交通の
流れをつくるストリート。

沼津駅沼津港線：西側

沼津駅と沼津港を結び、沼津のまちなかのシンボル
となるメインストリート。
西側の仲見世商店街との接続性を高めるとともに、
沿道店舗の利用と連携した滞在空間を創出する。

沼津駅沼津港線：東側

沼津駅と沼津港を結び、沼津のまちなかのシンボル
となるメインストリート。
業務や住居など日常的な利用がされる東側エリアと
のつながりや中央公園からの滲み出しを意識した道
路利活用空間を設ける。

駅前ロータリー

一般車乗降場

一般車乗降場

中期に向けた公共空間再編の整備方針

R８年以降整備予定

R６年整備予定

駅前交差点の
地上横断化



沼津駅南口交差点の地上横断化

• R6年に拠点施設と実践広場が整備予定であり、沼津駅南口の回遊性が高まる契機となる。

 拠点施設と実践広場の整備と合わせて、沼津駅南口交差点の地上横断化を一部(交差点東側の南北方向)
実施することで、駅前からまちなかへの回遊をさらに促す歩行者動線づくりを行いたいと考えている。

至沼津駅

至中央公園

イーラde

沼津駅南口
交差点

N

パークレット
（R5.10.21供用開始）

拠点施設＋実践広場

駅前に自由に使える緑豊かな芝生広場と、ヒト中心の沼津の
まちなかを実装するための拠点施設を備えた広場。
駅前広場が奥まっている要因を解消し、駅とまちの近接性を
高める。

R６年整備予定

地上横断化

新たな回遊動線

将来的に歩行者を増やし、
利活用などを想定

UR保有地
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沼津駅南口交差点の地上横断化

※現時点における検討案であり、今後の協議・検討の進捗次第で、変更可能性があります。

至沼津駅

至中央公園

イーラde

N

• 交差点コンパクト化と歩行者の溜まり空間確保のため、交差点巻き込み部の歩車道境界位置の変更と路面
表示の変更を計画している。

• 歩行者の溜まり空間確保と自動車からの見通しを考慮し、交差点直近の既設地下道出入口(E1、E2)撤去を
計画としている。

既設地下道出入口の
撤去

図. 既設地下道出入口(E1)の取扱い方針

交差点巻き込み部の
歩車道境界位置の変更

図. 撤去する計画の既設地下道出入口
(地点Aから撮影)

上屋・腰壁の撤去
&閉塞

図. 既設地下道出入口(E2)の取扱い方針

上屋・腰壁の撤去
&閉塞

地点A

E1
E2

E1

E2

東向き車線の片側1車線化
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UR保有地（旧西武沼津店本館跡地）活用の概要（ご報告）

公共空間再編整備計画で示したUR保有地活用のイメージ

• 将来の駅前広場の再編整備を見据え、誰もが気軽に立ち寄り、自由にくつろげる居心地のよい空間を生み出すべく、
広場と建物が一体的に使われる空間を整備。この空間は、立ち寄りたくなる魅力あるコンテンツの提供を行う拠点
施設と、まちなかでの新たな過ごし方や活動を生み出す実践広場を組み合わせることで構成。

• 中心市街地の活性化のために、沼津市・UR都市機構・民間事業者の３者が協働で土地の活用を行い、将来のエリア
マネジメント活動も見据えた取り組みを進め、まちなかへの展開も検討。

※ 拠点施設はURが公募する民間の事業パートナーが整備し、実践広場は沼津市が整備予定。

実践広場

• 芝・植栽等を配した緑による居心地
の良い空間で、日常的なくつろぎと
多様なイベント開催等に対応できる
オープンスペースを有する空間

拠点施設

• 実践広場と一体的な活用が可能なデザインと
し、「店舗部」と「地域貢献部」で構成

店舗部

• 実践広場での滞在と親和性の高いテナントを
誘致するスペース

地域貢献部

• 気軽に立ち寄れ、日常的なコミュニケーショ
ンを生むきっかけとなるカフェ等のコンテン
ツスペース

• 人や情報、活動の結節点となり、まちづくり
活動を支援する拠点スペース（地域活動イベ
ントやスタートアップ支援等を中心に展開）

沼津駅

イーラde

UR保有地

※ 現時点での計画のため、

変更となる場合があります。
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UR保有地活用スケジュール（予定）

R６.３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

11月 12月 R７.１月 ２月 ３月 ４月 ・・・ R21.３月

事業者選定手続き

募集開始 事業者選定

契約手続き

※ 現時点でのスケジュールのため、変更となる場合があります。

設 計・工 事

契約

・・・
オープン準備・運営開始（予定）

• 令和６年５月下旬に事業パートナー選定、６月中に借地契約予定

• 令和６年度中に整備完了予定

• 令和20年度末まで約15年間の長期活用を想定

3/19
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UR保有地活用の運営体制

• 沼津市・UR都市機構・選定された事業パートナーの３者で協議会を設置し、当施設の運営を実施

• 将来の沼津駅周辺のエリアマネジメントを見据えながら、まずは拠点施設・実践広場の活用等を通して、協議会が
スモールエリアでのマネジメントを実践

（仮称）沼津駅南口実践広場等活用協議会

• 拠点施設（地域貢献部）・実践広場を運営

• 沼津駅周辺の再編整備に先立ち生まれる広場空間として、ヒト中心のまちづくりに
資する居心地の良い空間づくりを先導的に実践

• 実践広場を活用して、気軽に立ち寄り、過ごしたくなる平時の空間づくりと、広場
活用の機運醸成・仕組み構築等を狙い、集客を誘発する定期的なイベントを展開

• 拠点施設（地域貢献部）を人と人とのつながりや様々な活動を生む、まちづくりの
ハブとして運用

選定された

事業パートナー

UR都市機構沼津市

• 協議会事務局

• 企画・運営

• 関係機関の調整

• 企画・運営

• まちのコンシェルジュ

• 企画・運営

• 保有地の提供

３者で協働し、
スモールエリアでの
マネジメントを実践

協議会の活動をきっかけとして、

賛同いただける周辺事業者とともに

沼津駅周辺のエリアマネジメント団体の発足へ

沼津市

ＵＲ

駅前
商業者

交通
事業者

商店街

……



3．新たな情報発信について
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新たな情報発信に関する取組
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・まちづくりについて関心の度合いに関わらず、どのような市民でも容易に参画できる体制の構築
・まちづくりに関心の強い市民及び団体を活動に巻き込める体制の構築

■目的

デジタルプラットフォームを構築し、行政・市民・地元プレイヤー及びエリアマネジメ
ント組織（エリアの活用をまとめる組織体）での双方向による情報発信を可能とする。

■運用イメージ

これまでの情報発信 新たな情報発信

・広報誌 ・市HP ・SNS
・PR動画 ・小冊子 等

一方向による情報発信

※デジタルプラットフォーム（双方向による情報発信）

地元プレイヤー

市民
行政

（エリアマネジメント組織）

行政

地元プレイヤー市民

まちづくりの計画や戦略の発信

まちづくりへの提案や意見

プレイヤーの発掘
取組の連携

まちづくりへの参画

イベント等の発信
協力者の募集

イベント等への参加



情報発信に関するR６年度の取組
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■R6対象事業及び運用イメージ

〇まちづくり戦略会議

〇PARKLET

〇まちなか実践広場
（UR保有地）

・・・取組への意見募集、参加者募集、結果の公表、商店街の取組など関連する

取組についても情報を掲載

■R6取組の方向性
・まちづくりの情報周知：対象となる事業を推進する上での透明性担保

・市民からの意見募集：これまで参加が難しかった層を巻き込む機会提供、市民ニーズの吸い上げ

・新規プレイヤーの見出し：OPEN NUMAZUへの意見・協力募集を通じた、意欲を持った市民・主体の発掘

・・・施設の説明、利活用に関する意見募集、利活用を希望する団体の募集

・・・広場整備に関する進捗状況等の発信、活用状況（イベント）の発信

〇学生の参画 ・・・OPEN NUMAZU Green Projectや、まちなかデザイン会議等への高校生の
参画情報の掲載

〇OPEN NUMAZU

・・・開催結果の報告、まちづくりに対する意見募集、まちづくり戦略について

の説明



社会実験を通じたまち・ヒトづくりのイメージ
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4．長期的な整備に向けた検討について
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駅舎等のデザイン検討について

◆沼津駅の新駅舎、南北駅前広場、高架下を一体的にデザイン

⇒ヒト中心の使いやすい駅とするために、高架下の施設配置や駅周辺の土地利用を加味して、ヒトの

動線を検討する。

⇒ヒト中心の公共空間再編を実現するため、南北駅前広場の見直しを行う。

◆長期の沼津駅周辺のあり方を示すとともに、段階的な整備効果の発現を目指す

31

デザイン基本計画を策定し、目指すべき方向性を示す

■検討体制

■検討方針

まちづくり戦略会議

報告

（仮称）駅舎等デザイン検討会

意見

・駅舎、駅広、高架下に関する

デザイン基本計画（案）の作成、監修

・継続的なデザイン監修



R5
(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

R8
(2026)

R9
(2027)

R10
(2028)

R11～
R21

R22
(2040)

R23
(2041)

鉄道高架事業

（高架本体）

まちづくり戦略会議

デザイン検討会

沼津市推進課

駅舎等のデザイン検討について

32

■スケジュール（案）

駅舎詳細設計（JR東海）

既存施設撤去等

★全線高架化工事本格着手
工事関係

設計関係

デザイン監修
（随時）

デザイン監修
（随時）

・条件整理
・プロポ要綱作成

デザイン調整

◎

●
デザイン基本計画策定

・基本計画の修正
・パブコメの実施

◎●本日

デザイン基本計画
作成業務委託

※プロポーザルを想定

調整

● ● ● ● ● ●

事業者決定
●

デザイン基本計画の検討

【凡例】

報告・意見

調整事項



５. 本日の論点
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本日検討・確認いただきたい事項
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本日は主に下記の内容について、ご意見、ご確認いただきたい。

１．（都）三枚橋錦町線道路空間（パークレット・ゼブラ帯）の利活用について

• パークレットの利活用方法や運営方法についてのご意見

• 設置中に試行すべきアクティビティやイベントのあり方等

その他

• 地上横断化について

• 長期的な駅前広場の検討に関して

２．新たな情報発信について

• 双方向型の情報発信を活性化させるためのご意見

• 市民の意見収集の方法について


